
 

【新型コロナウイルス感染症関連対応経過（令和２年２月～令和３年1月）】                                 資料２ 

日付 国などの動き 本市の動き 

令和2年 

2月 18日 

大阪府が、対策会議でイベント等の中止についての

方針を発表 
 

2月 21日  市立図書館主催イベントの中止または延期を決定 

2月 27日 安倍首相（当時）が、新型コロナウイルス感染症対策

本部で、全国の小、中、高、特別支援学校を、3月2

日から春休みに入るまで臨時休校するよう要請 

市立学校園臨時休業措置決定（2月29日～3月13日の期間） 

3月  2日  市立図書館・図書施設の臨時休館・休室開始（～3月20日） 

3月  6日  堺市民で初めて感染者を確認 

3月  9日  臨時休業措置期間の延長を決定（～3月24日） 

3月 19日 国の専門家会議において、大阪府、兵庫県の全域にお

いて、感染の急激な増加が既に始まっていると考え

られるとの見解が示される 

 

3月 20日  国・府での見解を踏まえ、市主催のイベント自粛や市立図書館も含めた施設の臨時休館などの措置を、当面の間

延長すると決定 

3月 24日  市立図書館・図書施設の臨時休館・休室延長を、4月3日まで延長すると決定 

4月  2日 大阪府の対策会議において、府主催（共催）イベント

の延期・中止、府有施設等の休館を 5月 6日まで延

長し、府下にも同様の対応を要請 

 

4月  3日  国・府の見解を踏まえ、市主催のイベント自粛や、市立図書館も含めた施設の臨時休館を 5月6日まで延長する

と決定 

市立学校園の臨時休業措置期間を5月6日まで延長すると決定 

4月  7日 政府が 7 都府県に対し、新型インフルエンザ等対策

特別措置法に基づく緊急事態宣言を発出 

市立小学校・支援学校（小学部・中学部）入学式実施 

4月8～9日に予定していた市立幼稚園・殿馬場中学校夜間学級・堺高等学校（全日制・定時制）の入学式は延期

を決定 

市立図書館の電子図書館臨時利用者 ID発行（電子メールによる申込）を実施（～5月31日） 

4月 15日  堺市立小中学校の臨時休業期間中の家庭学習支援（教育センターにて授業動画を作成し、ネット配信）開始 

4月 16日 政府が緊急事態宣言を全国に拡大  

4月 28日  市立学校園の臨時休業措置期間を5月10日まで延長を決定 

市立図書館ホームページでデジタル郷土資料展「デジタルアーカイブでむかしの堺に思いを馳せる」公開 

5月 1日  市立図書館が堺ライオンズクラブからの電子書籍（251点）の寄贈を受け、電子図書館に「堺ライオンズクラブ

コレクション」を開設 

5月  4日 政府が、改正新型インフルエンザ対策特別措置法に

基づく緊急事態宣言を、5月31日まで延長 

 

5月  5日 大阪府が対策会議にて、5月7日から31日まで、こ

れまでの実施内容を継続すると決定 

市立学校園の臨時休業措置期間を5月31日まで延長を決定 

国・府の見解を踏まえ、市主催のイベント自粛や、市立図書館も含めた施設の臨時休館などの措置を継続すると

決定（5月7日～31日） 

市立図書館主催イベントの中止継続を決定（～6月30日） 

5月  7日  臨時休業措置期間中の堺市立学校園の家庭学習支援及び幼児児童生徒の受入れ等の継続について決定 

5月 11日  順次、教員の家庭訪問による学習課題等の配布、健康状態の確認を実施 

4月15日に発行した家庭学習支援用授業動画をケーブルテレビ(J:COM)でも放送開始 

5月 13日   分散登校日の実施を決定（市立小学校・中学校・高等学校において、5月18日～22日に 1回、25日～29日に1

回の登校） 

5月 14日 大阪府が、府独自基準を達成し、自粛緩和を発表 

政府が、39県の緊急事態宣言を解除（北海道、埼玉

県、千葉県、東京都、神奈川県、京都府、大阪府、兵

庫県は継続） 

 

5月 15日  本市対策会議において、図書館は当面の間予約図書貸出業務のみ行うことを決定 

5月 17日  各市立図書館・図書施設に臨時窓口を設置し、予約資料について、事前に来館日時を調整したうえでの貸出を開

始 

5月 21日 政府が、大阪府、京都府、兵庫県に対する緊急事態宣

言を解除 

大阪府が対策会議において、5月23日から博物館や

図書館等の施設は各種業務別の対策ガイドラインへ

の対応が整い次第、順次開館することを決定 

 

5月 22日  本市対策会議において、市施設について、準備が整い次第、順次再開することを決定 

また、6月1日から感染防止策を講じたうえで、市立学校園の段階的再開を決定 

5月 25日 政府が、北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県

に継続していた緊急事態宣言を解除 

 

5月 26日  市立図書館が、閲覧席の利用制限や開館時間の短縮など一部サービスを制限したうえで開館。 

大阪コロナ追跡システム導入 

6月  1日  感染防止策を実施したうえで、市立学校園再開（幼稚園・小学校・中学校・支援学校・高等学校について、6 月

12日までをスタートアップ期間として分散登校・短縮授業を実施[支援学校は6月19日まで短縮授業]） 

6月  2日  市立図書館が、開館時間を通常通りにし、書庫資料の利用などを再開 

青少年センター図書室が開室し、一部サービスを再開 

6月 15日  市立学校園（幼稚園・小学校・中学校・高等学校）本格再開（通常授業・全員登校） 

延期していた市立幼稚園・殿馬場中学校夜間学級・堺高等学校（全日制・定時制）の入学（園）式を実施 

6月 16日  市立図書館が、館内滞在時間を30分を目安に、閲覧席の利用や新聞・雑誌最新号の利用などを再開 

6月 22日  市立支援学校本格再開（通常授業・全員登校） 

7月 1日  市立図書館の館内滞在時間の目安を 1時間に拡大 

12月 4日 大阪モデルがレッドステージ（非常事態）に移行  

令和3年 

1月 7日 

政府が、首都圏１都３県に緊急事態宣言を発出  

1月 12日 大阪府が、緊急事態宣言が府に発出された場合、施設

の20時までの開館時間短縮要請することを決定 

 

1月 13日 政府が、大阪府を含む７府県に緊急事態宣言を発出  

1月 14日  緊急事態宣言中における市立図書館主催イベントの中止または延長を決定 

大阪府からの施設についての協力要請を 

受けて、緊急事態宣言中の南図書館ホール受付時間を、21時までから 20時までの短縮することを決定 

1月 15日  市立図書館で、緊急事態宣言中の電子図書館臨時利用者 IDを発行（～2月28日） 

1月 29日  市立図書館図書郵送サービスモデル実施事業を開始  


